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霧｝
霧

［÷　一照

灘霧
難
蟻

舞繍臨　，　圏朧謝醐
　5月28日働には当間高原ほかを会場に県高文連

による写真技術講習会が開かれ、県内外から266人

の高校生が満開の花や風景の撮影に訪れました。

　
5
月
22
日
ω
か
ら
当
問
高
原
リ
ゾ
ー
ト
で
「
第
5
回
ア

イ
リ
ス
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
少
し

開
花
が
遅
れ
た
も
の
の
、
6
月
第
1
週
に
は
6
6
種
2
2
万
株

の
ジ
ャ
ー
マ
ン
ア
イ
リ
ス
が
咲
き
誇
り
、
こ
れ
ま
で
に
3

万
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。
花
畑
周
辺
で
は
「
ミ

ス
十
日
町
雪
ま
つ
り
撮
影
会
」
や
「
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
遊
覧

飛
行
」
「
花
づ
く
り
教
室
」
な
ど
が
行
わ
れ
、
人
々
は
花
畑

を
散
策
す
る
な
ど
思
い
思
い
に
“
虹
の
花
”
の
美
し
さ
を

満
喫
し
て
い
ま
し
た
。
な
お
、
好
評
の
ア
イ
リ
ス
掘
り
売

り
は
、
最
終
日
の
今
月
1
3
日
㈲
ま
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

叢
灘
麟
嚥
罐

轟
欝
　
鄭

織
灘
醐
盤
欝



篭
鯉

　
　
　
　
　
駿
、

鱒鞍鱒・

オ
h

、
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鰍

　
　
　
　
　
購

難墨臆

耀

①人気の生花アレンジ教室
　ま　い　こ
②「舞翔鼓」の和太鼓披露

③「ロス・デル・セキヤ」の音楽会

④桜の植樹でH組が里親に

り

払

　　6月6日（日）昭和町2・3丁目で「花と緑のフ

　ェスティバル’99」が開かれました。晴天に恵ま

　れたこの日、勇壮な和太鼓を合図に多彩な催し

　がスタート。花と緑に包また会場は家族連れな

　ど6，000人が訪れ、終日にぎわいました。

慧　農　　－』奪

　　　　　　　　　　　　　　鎌箔

　　　　　　　　　　　　　　羅鰭
、
縫
悌

　
　
　
撫
腐
緊

②1

菱鞭講

嚇瀕



　平成7年度の基礎調査以来、市民の皆さんの参加をいただきながら進めてき

た「市町村の都市計画に関する基本的な方針」いわゆる十日町市都市計画マス

タープランが完成し、4月16日㈹に都市計画審議会から答申されました。長期

的なまちづくりの指針となる本計画の概要をお知らせします。なお報告書は建

設課および各公民館でご覧になれます。■問合せ＝建設課都市計画係へ。

　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
十

日
町
市
の
長
期
的
な
ま
ち
づ
く
り
の

目
標
と
方
針
を
総
合
的
に
示
す
計
画

で
す
。
こ
れ
ら
を
明
確
に
す
る
こ
と

で
ま
ち
づ
く
り
の

主
体
で
あ
る
市
民
・
企
業
・
行
政
が

ま
ち
づ
く
り
へ
の
基
本
的
な
考
え
を

共
有
し
、
共
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
こ
と
を
目
的
に
策
定
し
ま
し
た
。

プランの構成

まちづくりの理念と目標

まちづくりの方針
（全体的なまちづくりの方針を分野別に提示）

・基本的な考え方

・基本方針・整備誘導の方針

地域づくりの方針
（中学校区ごとの地域づくりの方針を提示〉

・地域づくりのテーマ・地域づくりの方針

実現に向けて

都市計画マスタープランの位置づけ

　じ　　ロリリじし

基本計画：

　　　　1
ロコリ　ロ　りリコ

本ビジヨン：

　　　　1
櫛噂一一膨一冒曹一1

　　　　　　　　　ロ
　フ　　ンー

　　　　1

十日町地域
広域行政圏計画

整合
一　　　一　　　噛　　　禰 新十日町市

長期発展計画

整
合
o
調
整

土地利用計画

部門別マスタープラン
r一聯一一一一一甲一曹曹一一。一，

1

r一甲一9一一一騨。一

：生涯学習推追

L＿＿＿一＿＿
『一一甲一一曹顧一一『

：地域情報化基

L＿一＿＿＿一
r一一聯一一一一一顧一

：女　性　プ
L一一＿＿一一一

徽彰笏髪
笏

1福祉のまちづくり計画

lr一一一一一一一一一一匹I
ll環境基本計画日
1L＿＿＿＿＿＿＿一＿11

：道路網整備計画

I
l
陰
巳
I
I
I

陰「”。””一”””””11
弓住宅マスタープラン
監L＿＿＿一＿＿＿一＿一！1

整合・

調整
地域防
・地域防募

　（震災文
・雪害予國

1公共下水道事業計画
r一甲一一一曹一騨一一岬甲零一「

lr一一一噸一甲一一一一一一一一一一一rl

：：水　需　給　計　画H
lL＿＿一＿一一一一一一91
1r，。甲一働一一甲，甲一一曽。甲q欄甲り

Il市街地整備計画’
IL＿＿一一一＿＿＿一＿＿巴o
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

I「””””一’””””1I
II緑の基本計画
1L＿一一＿＿＿＿＿一一一，l
L一噂甲甲一一榊瞬一一一盈ζ」

農業振興地域整備計画
1
1
I
l
l
I
謄
l
I
I
l

1
1
8
1
9
1
1
1
I
I
町

農村総合整備計画

森林整備計画 唾1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　1

　　　　　なとlL一＿一一一一＿＿＿＿＿

画
　
ー

計
画
編
画

　
計
策
計

災
災
対
防

祉総合計画

　　など

凡例：［コ策定済［ニコ未策定

漿
の
都
市
構
造
の
慈
義
朋
鐵

①
都
市
地
域
の
無
秩
序
な
拡
大
を
防
ぎ
、
中
心
市
街
地
の

に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
。
②
誰
も
が
自
由
に
移
動
で
き
、

安
心
し
て
活
動
で
き
る
ま
ち
を
目
指
す
。
③
都
市
全
体
の

環
境
負
荷
の
低
減
を
目
指
す
。
④
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

と
社
会
的
コ
ス
ト
の
低
減
を
目
指
す
。
⑤
農
地
や
緑
地
の

保
全
を
目
指
す
。

土
地
利
用
　
　
・
獅
　
・
纏
塘
∞
　

　
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
土
地
利
用
を
行
い
ま
す
。
都
市

地
域
と
農
村
地
域
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
・
機
能
を
生
か
す

こ
と
を
基
本
と
し
て
、
土
地
利
用
の
方
針
を
定
め
ま
す
。

　
都
市
地
域
は
、
都
市
型
生
活
と
産
業
活
動
の
場
に
な
る

よ
う
都
市
機
能
の
集
積
を
目
指
し
た
土
地
利
用
と
し
ま
す
。

　
農
村
地
域
は
農
林
業
生
産
と
居
住
の
場
、
自
然
型
レ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ん

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
水
源
酒
養
林
な
ど
自
然
を
生
か
し
た
土

地
利
用
と
し
ま
す
。

まちづくりの理念と目標の概要

ま
ち
づ
く
り
の
理
念

〈
暮
ら
し
続
け
た
い
ま
ち
〉

・
自
然
の
恵
み
と
文
化
の
蓄
積
を
大
切
に

・
市
民
が
守
り
育
て
次
世
代
へ
引
き
継
ぐ

　
　
　
　
　
　
↑
　
　
愚
る
応

ま
ち
づ
く
り
の
目
標
　
　
　
　
ま
蠕
敵
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
の
り
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
民
守
題

　
　
　
　
　
　
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
　

扮
　
　
　
類
鵬
　
鯨
於
襯
麟

ま
適
応
実
q
　
　
、
畿
璽
援
　
　
自
生
と
山
球

る
麟
磐
　
鎚
難
　
く
渣
弛

せ
駿
ヘ
ス
テ
　
　
　
叢
鰻

ら
力
雪
ビ
ニ
　
　
　
類
護
姦

暮
鉱
克
一
淑
　
　
縷
磁
獄

て
て
と
サ
コ
　
　
叢
藤
蕪

し
べ
災
共
域
　
　
．
篤
鑓
議

・
じ
す
防
公
地
　
　
　
灘
離
鰹

安
：
．
．
　
鍵
縷

く
　
　
　
繍
驚

　
　
　
　
　
　
↑

ま
ち
づ
く
り
の
方
針

地
域
づ
く
り
の
方
針

〈地域に根ざし　　、

活気あふれるまち〉

地域資源の活用
都市地域は多用な活動の場

農村地域は
　自然を生かした場　ノ

交
通
　
　
，
　
・
朋
㎜

　
公
共
交
通
網
を
整
備
拡
充
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
だ
れ

も
が
交
通
の
利
便
性
を
享
受
し
、
安
全
で
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
を
基
本
と
し
ま
す
。
高
齢
化
な
ど

の
進
行
に
よ
り
、
将
来
は
自
家
用
車
を
運
転
で
き
な
い
交

通
弱
者
の
増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
都
市
全
体
の
環

境
負
荷
を
小
さ
く
す
る
た
め
の
対
応
と
し
て
、
公
共
交
通

の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
長

期
的
な
展
望
の
も
と
に
、
住
宅
地
や
商
店
街
、
公
共
的
施

設
な
ど
都
市
機
能
配
置
の
面
か
ら
の
検
討
も
ふ
ま
え
、
自

家
用
車
か
ら
公
共
交
通
へ
の
転
換
を
で
き
る
だ
け
進
め
る

よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

防
災
　
　
、
、
、
　
難
．
朋
朋

　
防
災
に
関
す
る
地
域
情
報
を
積
極
的
に
提
供
し
て
行
政

と
市
民
と
の
連
携
に
よ
る
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。
都
市
計
画
や
防
災
計
画
の
観
点
か
ら
危
険
と
さ

4



れ
る
区
域
を
明
確
に
し
て
、
防
災
対
策
を
行
い
ま
す
。
と

り
わ
け
世
界
有
数
の
豪
雪
地
帯
と
い
う
特
殊
性
を
考
慮
し

積
雪
期
の
震
災
や
火
災
へ
の
対
策
を
積
極
的
に
進
め
ま
す
。

薯
・
利
雪
・
黎
、
　
朋
慧
晒

　
雪
を
自
然
の
恵
み
と
と
ら
え
、
積
極
的
に
ま
ち
づ
く
り

に
生
か
し
て
ゆ
き
ま
す
。
冬
期
問
の
交
通
と
歩
行
者
の
安

全
確
保
な
ど
雪
に
強
い
生
活
環
境
を
つ
く
り
、
年
間
を
通

じ
て
快
適
で
安
定
し
た
市
民
生
活
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

住
環
境
　
　
，
　
朋
鶴
　

　
核
家
族
化
の
進
展
な
ど
に
よ
り
潜
在
的
な
住
宅
需
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
住
環
境
整
備
を
計
画
的
に
進
め
、

定
住
人
口
の
増
加
を
図
り
ま
す
。

　
都
市
地
域
は
生
活
利
便
性
の
高
い
都
市
型
居
住
の
場
と

し
て
位
置
づ
け
、
住
環
境
整
備
を
進
め
ま
す
。
農
村
地
域

の
住
環
境
は
緑
豊
か
で
、
敷
地
が
広
い
な
ど
の
ゆ
と
り
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
生
か
し
て
農
地
・
山
林
と
調
和
し

た
住
環
境
の
保
全
と
創
出
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
防
災
や

　
籔
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
灘
灘
難

灘鍵撚灘繍、
灘難

難
醐
．

叢
舞
轍
き
韓
　
N

　
　
　
ド

語
・
灘簾

繋

　
　
　
ぐ
も

嚢
難
馨
　
縣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鍵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軸

鐵羅…麟

灘囎騒醗
　　　　　　　　　鱈　欝醗’，、…　“’．獣

　　　　　　　　羅　　　　　　　難
　　　　　　螺　　　　嚢難灘麗

囎
響畿

皿
雛
　
　
纏

鞭
．

叢
縣
顯
．
　

　　　“
　糞　簸嚢嶽

雪
へ
の
対
策
に
配
慮
し
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
す
べ

て
の
市
民
が
安
全
で
安
心
し
て
生
活
の
で
き
る
住
環
境
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。

水
と
緑
　
　
・
朋
鵬
雛

　
信
濃
川
な
ど
の
河
川
や
湧
水
、
豊
か
な
農
地
や
山
林
な

ど
の
「
水
と
緑
」
を
私
た
ち
の
生
活
の
基
盤
で
あ
る
と
認

識
し
、
大
切
に
守
り
育
て
て
ゆ
き
ま
す
。
市
街
地
で
も
水

と
緑
と
花
の
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

景
観
　
　
，
　
甜
綴
㎜

　
当
市
の
景
観
は
、
原
風
景
と
も
い
う
べ
き
信
濃
川
の
水

辺
、
河
岸
段
丘
の
水
田
風
景
、
市
域
の
東
西
に
広
が
る
里

山
、
雪
国
の
風
土
の
中
で
形
成
さ
れ
た
街
並
み
な
ど
様
々

な
要
素
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
景
観
要
素
を
大
切
に
育

て
る
と
と
も
に
、
十
日
町
市
ら
し
い
新
た
な
景
観
形
成
を

目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
鮮
や
か
な
四
季
の
う
つ
ろ
い
を
生

か
し
た
景
観
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

まちの機能区分

薦
葱駕夢
々

秀
の
メ

鮎
謎

鎖
　
岬

　
鄭

〈都市活動ゾーン〉

ぐ

山間部平場濡

■
都
市
地
域
（
十
日
町
地
域
と
十
日
町
南
地
域
、
中
条
地
域
に
ま
た
が
る
市
街

地
を
あ
わ
せ
て
都
市
地
域
と
し
て
い
ま
す
。
）
・
に
ぎ
わ
い
核
の
創
出
、
に
ぎ

わ
い
軸
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
　
・
歩
行
者
の
た
め
の
街
路
環
境
の
整
備

．
十
日
町
駅
タ
ー
ミ
ナ
ル
機
能
強
化
　
・
木
造
建
物
密
集
エ
リ
ア
の
解
消

・
し
ん
ざ
駅
前
周
辺
の
市
街
地
整
備
　
・
都
市
的
な
公
園
、
広
場
の
整
備

．
都
市
地
域
周
辺
部
の
計
画
的
段
階
的
市
街
化
　
・
区
画
整
理
事
業
の
推
進
お

よ
び
区
画
整
理
後
の
未
利
用
地
対
策
　
・
織
物
工
業
団
地
の
拡
大
整
備
検
討

．
高
山
太
子
堂
線
沿
い
の
市
街
地
化
へ
の
対
応

■
下
条
地
区
…
「
人
に
や
さ
し
い
豊
か
な
自
然
と
調
和
し
た
下
条
」

・
高
齢
者
福
祉
施
設
を
生
か
し
た
生
活
拠
点
の
整
備

．
生
活
者
の
た
め
の
基
盤
整
備
　
・
山
間
集
落
の
生
活
利
便
性
向
上

・
信
濃
川
の
景
観
と
貝
之
川
の
水
辺
の
活
用

■
中
条
地
区
…
「
健
康
を
育
み
緑
と
歴
史
豊
か
な
中
条
」
（
市
街
地
を
除
く
）

．
歩
行
者
の
た
め
の
街
路
環
境
の
整
備
　
・
生
活
者
の
た
め
の
基
盤
整
備

．
山
間
集
落
の
生
活
利
便
性
向
上
　
・
体
育
施
設
と
歴
史
、
文
化
遺
産
の
活
用

■
十
日
町
地
域
…
「
活
気
に
満
ち
に
ぎ
わ
い
あ
ふ
れ
る
十
日
町
」
（
市
街
地
を

除
く
）
．
山
間
集
落
の
生
活
利
便
性
向
上
　
・
美
佐
島
駅
の
活
用

■
十
日
町
南
地
域
…
「
水
辺
を
生
か
し
活
力
あ
ふ
れ
る
十
日
町
南
」
（
市
街
地

を
除
く
）
．
山
間
集
落
の
生
活
利
便
性
向
上
　
・
信
濃
川
親
水
公
園
の
整
備

■
水
沢
地
域
…
「
自
然
を
生
か
し
交
流
と
活
気
を
育
む
水
沢
」

．
街
路
の
に
ぎ
わ
い
あ
る
生
活
拠
点
整
備
　
・
山
間
集
落
の
生
活
利
便
性
向
上

．
生
活
者
の
た
め
の
基
盤
整
備
　
・
リ
ゾ
ー
ト
と
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
活
用

■
吉
田
地
域
…
「
景
観
に
恵
ま
れ
自
然
と
共
生
し
た
住
み
良
い
吉
田
」

・
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
生
活
拠
点
づ
く
り
　
・
景
観
資
源
を
生
か
し
た
宅
地
整
備

．
山
間
集
落
の
生
活
利
便
性
向
上
　
・
信
濃
川
の
水
辺
環
境
、
河
岸
段
丘
の
景

観
資
源
の
活
用
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火
焔
型
土
器
等
国
宝
に
正
式
決
定

5月25日㈹に笹山遺跡出土品928点すべてが勢ぞろい

　
6
月
7
日
㈲
の
官
報
告
示
に
伴
い
火
焔
型
土
器
を
始
め
と
す
る
笹
山
遺

跡
出
土
晶
が
国
宝
に
正
式
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
十
日
町
市

で
は
7
月
3
日
㈹
に
ク
ロ
ス
ー
0
を
会
場
に
記
念
祝
賀
会
行
事
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
6
月
7
日
付
け
で
哲
学
者
・
評
論
家
と
し
て
世
界
的
に
も
著
名

な
梅
原
猛
先
生
（
7
4
歳
）
が
博
物
館
の
名
誉
館
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
梅
原
先
生
は
、
平
成
2
年
に
笹
山

遺
跡
の
火
焔
型
土
器
が
国
宝
級
で
あ

る
と
の
文
章
を
「
芸
術
新
潮
」
紙
上

で
発
表
。
以
来
、
様
々
な
機
会
を
通

じ
て
火
焔
型
土
器
を
十
日
町
市
や
博

物
館
を
含
め
て
紹
介
さ
れ
、
今
回
の

国
宝
指
定
に
あ
た
り
力
強
い
ご
支
援

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
3
年
の
博
物
館
考
古

展
示
室
オ
ー
プ
ン
の
際
は
、
「
縄
文
の

芸
術
と
文
化
」
と
題
し
た
講
演
を
い

た
だ
き
、
6
0
0
人
近
い
聴
衆
に
深

い
感
銘
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
梅
原
先
生
か
ら
様
々
な

事
項
に
つ
い
て
の
ご
指
導
や
ア
ド
バ

イ
ス
な
ど
を
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
先
生
の
高
い
知
名

度
と
、
縄
文
文
化
に
対
す
る
広
い
見

識
は
、
国
宝
の
ま
ち
十
日
町
市
を
国

内
外
に
広
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
う
え
で

大
き
な
力
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

〈梅原猛氏ブロフィ。ル〉

　大正14年宮城県仙台市生まれ。昭和

23年京都大学文学部哲学科卒業。立命

館大学教授を経て、49年京都市立芸術

大学学長に就任。62年国際日本文化セ

ンター初代所長となり、平成7年退官、

　3年には歌会始の召人に選ばれる。
9年第13代日本ペンクラブ会長に就任。

この間、文学、歴史、宗教に次々と大

胆な仮説を提起し「梅原古代学」を確

立。近年はアイヌ、沖縄に縄文文化の

原型をみて、日本文化の深層を探る日

本文化論を展開。著書多数。

　平成3年日中文化賞、4年文化功労
者、10年京都市名誉市民など受賞多数。

麹
麩
鮨
雛
鐸
猟
篠
篠
鱗
欝
辮
㈱
繍
臨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
然

■
と
き
H
午
後
1
時
3
0
分
～
2
時
3
0
分

■
参
加
費
H
無
料
　
■
出
席
者
”
新
潟
県
知
事
ほ
か

■
と
き
髄
午
後
3
時
～
4
時
2
0
分

　
　
　
　
　
■
参
加
費
H
無
料

圏
講
師
H
小
林
達
雄
氏
（
国
学
院
大
学
教
授
）

■
演
題
H
越
後
・
新
潟
・
火
焔
土
器
の
ク
ニ

　
　
　
　
　
ロ
と
き
”
午
後
4
時
3
0
分
～
■

　
　
　
　
　
会
費
”
5
千
円
■
申
込
み
H
参

加
希
望
者
は
6
月
2
2
日
㈹
ま
で
に
博
物
館
友

の
会
事
務
局
（
博
物
館
内
盈
5
7
1
5
5
3
1
）

へ
。
※
式
典
・
講
演
会
は
参
加
申
込
み
不
要
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
文
化
財
の
保
護
」

　
5
月
1
7
日
㈲
、
日
本
大
学
教
授
の
三
輪
嘉
六
氏
を
講
師
に
迎
え
「
文
化
遺

産
の
保
護
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
会
が
ク
ロ
ス
ー
0
で
開
か
れ
ま
し
た
。
三

輪
氏
は
長
年
文
化
庁
に
勤
務
さ
れ
、
在
職
中
2
回
に
わ
た
り
笹
山
遺
跡
と
火

焔
型
土
器
の
調
査
に
あ
た
ら
れ
た
経
歴
を
お
持
ち
で
す
。

　
講
演
の
中
で
三
輪
教
授
は
「
文
化
遺
産
保
護
へ
の
注
目
の
高
ま
り
は
物
質

的
な
豊
か
さ
か
ら
精
神
的
な
豊
か
さ
を
求
め
る
時
代
へ
の
移
り
変
わ
り
の
現

れ
で
あ
る
。
保
護
と
は
活
用
を
含
め
た
広
い
意
味
で
理
解
し
て
ほ
し
い
」
な

ど
示
唆
に
富
む
話
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
火
焔
型
土
器
等
の
県
内
初
の
国
宝

指
定
と
期
を
一
に
し
た
開
催
に
、
市
民
の
関
心
も
高
く
、
会
場
は
2
0
0
人

を
越
え
る
聴
衆
の
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
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お
年
寄
り
は
も
ち
ろ
ん
、
全
市
民
が
待
ち
望
ん
で
い
た
老
人
保
健
施

設
「
き
た
は
ら
」
が
、
6
月
1
日
㈹
北
原
に
完
成
し
ま
し
た
。

　
こ
の
施
設
は
、
1
0
0
人
が
入
所
で
き
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り

地
上
2
階
地
下
1
階
建
て
の
建
物
で
す
。
ま
た
、
医
療
面
で
協
力
体
制

が
と
れ
る
よ
う
に
、
中
条
病
院
と
北
側
の
廊
下
で
結
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
5
月
2
8
日
樹
に
は
、
内
外
か
ら
多

数
の
来
賓
や
関
係
者
を
集
め
て
、
竣

工
式
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
老
人
保
健
施
設
「
き
た
は
ら
」
は
、

厚
生
連
が
事
業
主
体
で
運
営
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
総
事
業
費
は

8
億
8
、
7
8
0
万
円
を
投
じ
て
、

厚
生
連
に
J
A
十
日
町
・
十
日
町

市
・
川
西
町
・
小
千
谷
市
が
補
助
金

を
出
し
て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
建
物
総
面
積
4
、
8
7
7
平
方
メ

ー
ト
ル
で
信
濃
川
を
背
景
に
、
べ
ー

ジ
ュ
色
の
壁
が
鮮
や
か
に
浮
き
出
て明るくあたたかい雰囲気の療養室

い
ま
す
。
施
設
内
も
ゆ
っ
た
り
と
し

た
明
る
い
雰
囲
気
で
包
ま
れ
て
い
ま

す
。
1
0
0
人
の
入
所
の
ほ
か
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
イ
5
人
、
デ
イ
ケ
ア
ー
0
人

ま
で
利
用
で
き
ま
す
。

　
お
年
寄
り
が
リ
ハ
ビ
リ
す
る
中
間

施
設
と
し
て
、
充
実
し
た
機
能
が
備

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
医
療
看

護
の
下
で
高
齢
者
か
ら
喜
ば
れ
る
地

域
の
療
養
型
の
施
設
と
し
て
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。
十
日
町
市
・
川
西
町

と
し
て
も
、
長
年
待
ち
望
ん
で
い
た

最
初
の
施
設
で
す
。

ゆったりとした1階中央の食堂

・ビス内容

1・入浴・排泄など生活全般の介護や看
行います。

復帰を目指し、リハビリテーション、
リエーションを行います。

が健康管理にあたります。

介護ができない時は、2週問の範囲内
期入所「ショートステイ」を利用でき

　

療養している人は、日中施設に通う「デ

ア」を利用できます。入浴・昼食・リ

リなどがあります。リフト付車両で送
ます。

できる人

以上で病状が安定していて介護が必要

上70歳未満で老人医療受給者証をお
、病状が安定していて介護が必要な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
以
の

撫
灘
け
瀧
鐸
肇
崩
喉
繋
競期痴呆で介護が必要な人。

綜
馨
塑
蜘
羅
い
た
家
族
の
鎧

樋熊貞利さん
　（新座4－1）

　
昨
年
の
鶏
月
、
妻
が
風
呂
で
異

常
を
感
じ
た
の
で
病
院
で
診
察
し

て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
軽
度
の
脳

梗
塞
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。
入
院

加
療
を
し
4
月
5
日
に
退
院
。
自

宅
で
リ
ハ
ビ
リ
を
し
て
い
ま
し
た

が
大
変
で
し
た
。

　
立
派
な
施
設
が
で
き
、
大
変
喜

ん
で
い
ま
す
、
自
宅
介
護
に
直
面

す
る
人
に
と
っ
て
は
待
望
の
施
設

で
す
。
申
込
者
が
今
後
も
ふ
え
る

た
め
、
す
べ
て
の
人
が
安
心
し
て

利
用
で
き
る
施
設
整
備
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

小泉久子さん
　（市之沢）

　
母
が
3
年
前
に
倒
れ
ま
し
た
。

脳
内
出
血
で
手
術
が
で
き
ず
、
3

つ
の
病
院
を
転
院
し
ま
し
た
。
そ

の
後
は
自
宅
介
護
の
毎
日
で
し
た
。

私
も
一
昨
年
職
場
を
退
職
し
ま
し

た
。
夜
も
眠
れ
な
い
自
宅
介
護
の

辛
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

　
待
ち
望
ん
で
い
た
施
設
で
、
ま

た
入
所
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
本

人
も
大
変
喜
ん
で
い
ま
す
。
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
イ
な
ど
す
ぐ
に
対
応
で

き
る
施
設
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。

7　平成11年6月10日号

E

き

纏
l
l

ミ
1

i

l
i



l　　　　

3

li

“
㌧
“
“

』
黛

ら
ら霧θ

　　　　　　　　　　　　　　①　　　　　　　　　　　　　①　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　盈　　　　　　　　　暦　　　　　　　　西　　　　　　　細
　　　　　一　　　　ユ　　　ピ　ンコ

畠

一

ぞ1の煽輝ま～
　　力第か

問題発生時の損失に
保険金は支払われません

　各損害保険会社は、2000年問題に

よって発生した企業の被害に対して

は、「不測・不可避の事態ではない」

こと、「企業側の対応不足によって起

きる」ものであることを理由に保険

金を支払わない方針をとっています。

　企業にとって2000年問題は、対応

が問に合わない場合は、大きな損失

を被ることにもなりかねない、深刻

な経営問題であることを理解してお

く必要があります。

購入先に問い合わせよう

　疑わしいコンピュータシステムや

ソフトウェア、マイコン搭載機器は、

購入先に2000年問題への対応ができ

ているかを問い合わせてください。

また各企業独自の仕様として作成し

てもらったプログラムは、責任をも

って開発元に問い合わせましょう。

　西暦2000年まで残りわずか6か月となりました。2000年になると古いコンピュ

ータシステムが誤作動し、世界中でさまざまなトラブルを引き起こすといわれて

います。早急な対応が望まれるこの問題の概要と対応策をご紹介します。

このため古いシステムが2000年の「00」年を1900年と誤認識したりすることで、

私たちの生活にさまざまな問題を引き起こすことが心配されています。例えば

■日付・年数計算の誤作動による金利や給与計算、請求など伝票処理の混乱

目財産や生命の安全管理に直結する運輸・医療機器、安全装置などのトラブル

■コンピュータネットワークを介して通信先・取引先に及ぶトラブルなどです。

■まず状況を把握する…責任体制を確立し、社内のコンピュータシステムを点検

　してください。（新しいシステムはすでに対応済みのものがあります。）

■対応に優先順位を付ける…未対応のシステムすべてに迅速な対応が望まれます。

　しかし予算や時問等の都合で難しい場合はそれぞれの責任で優先順位を付けて

　対応してください。優先すべきものは①人命や財産に直接被害を及ぼすもの。

　②企業活動に深刻な打撃を与えるもの。③顧客の被害が予想されるもの等です。

■万一に備える…対応後も、万一の機能停止に備えた代替手段を確保しておく。

■相談窓口二側）新潟県中小企業振興公社　中小企業情報センター（〒950－0994新

潟市上所2丁目2番3号盈025－283－5150FAXO25－281－1020）へ。

当
間
高
原
リ
ソ
ー
ト
環
境
調
査
結
果

当
問
高
原
リ
ゾ
ー
ト
環
境
監
視
委
員
会
と
㈱
当
問
高
原
リ
ゾ
ー
ト
が
行
っ
た
平

成
1
0
年
度
の
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
活
動
の
内
容
と
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
環
境
監
視
委
員
会
の
活
動

十
日
町
市
は
リ
ゾ
ー
ト
開
発
や
事
業
活
動
に
よ
る
公
害
を
未
然
に
防
止
し
、

良
好
な
自
然
環
境
を
保
つ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
5
年
5
月
に
㈱
当
間
高
原
リ

ゾ
ー
ト
と
環
境
保
全
協
定
を
結
び
ま
し
た
。
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
環
境
監
視
委

員
会
は
こ
の
協
定
に
基
づ
き
次
の
調
査
・
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
環
境
監
視
委
員
会
の
開
催

10

年
度
は
2
回
開
催
し
ま
し
た
。
1
回
目
は
n
年
度
以
降
の
農
薬
の
使
用
に

つ
い
て
㈱
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
か
ら
変
更
申
請
が
あ
り
、
審
議
の
う
え
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
2
回
目
は
1
0
年
度
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
お
よ
び
監
視
調
査
結
果
の
報

告
や
n
年
度
の
監
視
調
査
計
画
等
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

■
水
質
検
査
立
ち
会
い

調
整
池
2
か
所
、
当
間
川
、
市
之
沢
川
、
水
沢
川
の
河
川
3
か
所
、
井
戸
等

の
地
下
水
8
か
所
で
水
質
検
査
の
立
ち
会
い
を
行
い
ま
し
た
。
立
ち
会
い
期
間

は
1
0
年
4
月
～
1
1
年
3
月
の
毎
月
1
回
で
す
。
（
降
雪
期
の
ー
・
2
月
を
除
く
）

■
水
質
検
査
結
果

全
窒
素
、
全
リ
ン
、
農
薬
、
大
腸
菌
群
、
P
H
（
水
素
イ
オ
ン
濃
度
）
な
ど

30

項
目
に
つ
い
て
検
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
農
薬
は
検
出
さ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
P
H
や
大
腸
菌
群
な
ど
に
つ
い
て
月
に
よ
っ
て
は
、
水
質
目
標

値
を
上
回
っ
た
箇
所
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
再
検
査
を
行
い
ま
し
た
が
、

当
間
川
で
は
大
腸
菌
群
が
再
度
目
標
値
を
上
回
り
ま
し
た
。

㈱
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
の
活
動

■
動
植
物
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

事
業
活
動
に
よ
る
動
植
物
へ
の
影
響
を
把
握
す
る
目
的
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
8
年
度
と
の
比
較
で
は
大
き
な
変
化
は
な
く
、
動
植
物
に
及
ぽ
す

影
響
は
な
い
も
の
と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

■
農
薬
飛
散
状
況
調
査

農
薬
散
布
時
の
農
薬
飛
散
状
況
を
把
握
し
、
周
辺
集
落
へ
の
農
薬
飛
散
を
未

然
に
防
止
す
る
目
的
で
実
施
し
ま
し
た
。
全
地
点
で
飛
散
粒
子
が
確
認
さ
れ
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
周
辺
住
民
に
与
え
る
影
響
は
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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　7月19日任期満了に伴う十日町市農業委員会委

員の一般選挙は7月4日（日）告示、7月11日（日）投票

の予定です。■問合せ二十日町市選挙管理委員会

（盈57－3111内線228）へ。

　【立候補予定者説明会】

　日時＝6月18日㈹午後1時30分～

　場所：保健センター3階集団指導室

市議会黛出澗くださ、、

　平成11年第2回定例市議会
　　　会期　6月11日観一21日㈲

第2回定例市議会が開催されます。6月11日以

降の本会議日程をお知らせしますので、傍聴にお

いでくだい◎

■本会議　6月11日働・14日（月）・15日㈹・21日（月）

　　　4日間とも午前10時開会です。
　　　14日（月）・15日㈹は一般質問です。

質問者 質　問　事　項

・国宝の有効活用について

・Wカップ公認キャンプ候補地

庭野雅弘議員
誘致運動の進展状況と今後の

取り組みについて
・公共用消雪井戸設置認可につ

14
いて

・国宝と遺跡を活用した十日町

日 樋口利明議員
ならではの教育事業、行財政
改革、景気浮揚策、文化産業、

（月）
地域振興策について

・地域振興券の利用・回収状況

庭野茂美議員 ・大規模小売店舗出店・増床凍
結について

庭野政義議員
・国宝の有効利用について

・ポイ捨て禁止条例の周知徹底

・ゴミ分別収集の細分化につい
て

・霧谷埋立地の汚染物質対策

・市が委嘱する委員の選出と選

考基準について

太田祐子議員 ・ガイドヘルパー制度の募集状

15 況と今後の充実・研修予定に

ついて

・介護保険導入に伴うボーダー
日

ライン上の人々のケアについ
て

（幻

・児童福祉と少子化対策

水落　明議員 ・本市の介護保険事業の進捗状
況について

・介護保険の実施上の問題点に

大島広栄議員 ついて

・学校統合問題について

9平成11年6月10日号

奎爆嬢農道備係わる同意署名の麟願雛朋

　広域営農団地農道整備事業は昭和63年の開始以来12年の歳月が経

過しています。この間農業情勢の変化に加え、地形や地質が障害と

なり、路線変更や事業費の見直しが必要になりました。広域農道の

事業計画変更には、市街地を除く市内農家の同意が必要です。つき

ましては6月中旬以降に農事連絡員さんが同意署名の説明に伺いま

すのでよろしくお願いします。■問合せ＝農林課総合整備係へ。

覇続誹調査にこ協力くだ岱雛　翻
　7月1日現在で、、平成11年事業所・企業統計調査と商業統計調査

が1枚の調査票で行われます。今回から調査内容の簡素化を図り1

回の記入で調査が済むようになりました。6月下旬から調査員が調

査票を持ってお伺いします。なお調査の対象は商店、工場、事務所、

銀行、旅館のほか病院や社寺など人が収入を得て働いているすべて

の民営事業所です。調査結果は将来の経済政策等の基礎資料を提供

するものと期待されます。秘密は厳守されますので調査へのご協力

をお願いします。■間合せ二総務課文書統計係へ。

毫驚羅豪、麗森のフオーラム』の遷薬繭毒

　自然（里山や森など）と人との関わり方を考えてみませんか。

■会場＝ベルナティオふれあい広場■参加費＝無料

■シンポジウム　〉日時＝6月26日ω午後1時～5時　〉内容二基

調講演「森林レクリエーション」「環境保全と鳥類」・座談会ほか

■体験プログラム　レ日時＝6月27日（日）午前9時フォーラムセンタ

ー前集合　〉内容＝ネーチャーゲームほか

■問合せ＝あてまフォーラム事務局（市リゾート推進室内）へ。

灘議轍齢遡悪蒙す暖和室』を随騰設発繊繍騨

十日町市では皆さんの意見・提案を広くお聞きすることを目的に

市長室で直接市長と話し合う「おまちしてます暖和室」を行って

きました。これまでは毎月期日を指定して開催していましたが、

より多くの皆さんから気軽にご利用いただけるよう、今月から開

催期日を指定せず申込みをいただいた時点で実施日を調整させて

いただきます。なお開催時間は従来と同じく1組あたり午後7時

～9時の間の50分間です。■申込み二企画人事課広報広聴係へ。

児
玉
昭
幽
郎
氏
が

　
関
東
管
区
警
察
局
長
賞
を
受
賞

　
児
玉
昭
一
郎
氏
（
稲
葉
お
歳
）
が
5
月
2
0
日
㈲
付

け
で
関
東
管
区
警
察
局
長
賞
、
同
交
通
安
全
連
合
会

長
賞
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
児
玉
さ
ん
は
昭
和
3
9
年

に
十
日
町
運
転
協
会
吉
田
支
部
の
役
員
に
就
任
。
そ

の
後
支
部
長
な
ど
を
歴
任
し
、
平
成
9
年
か
ら
は
同

協
会
副
会
長
、
新
潟
県
交
通
安
全
協
会
評
議
員
と
し

て
現
在
も
活
躍
中
で
す
。
こ
の
間
訪
年
の
永
き
に
わ

た
り
、
質
の
高
い
多
数
参
加
型
の
講
習
会
を
開
催
す

る
な
ど
常
に
運
転
者
の
安
全
意
識
向
上
に
努
め
て
き

E
r
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　嚢

鍵
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　　　　鑛　臨
雛幽

轡

華
　
難
灘
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甥
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購

，
鶴
『

騙
”
轟

懲恐v譲

親子そろって体育館に集合

蕪
、
登
　
、
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馨

　
　
　
騰

バレーボールで

いい汗流しませんか。

このコーナーでは、登場していただくサークルを募集しています。

問い合わせは企画人事課広報広聴係台57－3111内線213へ。

　「子育てが忙しくてバレーボールをする時間がない…」

というあなたも大丈夫。練習会場にはメンバーの子どもや

お父さんも気軽に来れる、なごやかな雰囲気があります。

時には、お父さんもいっしょになって練習に参加している

んですよ。

　子どももお互いに顔見知りになり、家族ぐるみでの仲の

よいお付き合いが始まるきっかけにもなります。

　さらに試合が終わってからの慰労会では、勝っても負け

ても盛り上がります。ほかにも年間を通じて、納涼会など

楽しいイベントもたっぷりあります。

　「十日町で新たにスポーツの仲間を作りたい、バレーボ

ールをしてみたい」という人がいらしたら、ぜひ参加して

みませんか。もちろん昔バレーボールをやっていたという

人や初心者も大歓迎。問い合わせ・申込みは福島（智52－

6285）へ。まずは見学からいかがですか？気軽に参加して

ください。

　私たち十日町クラブは、現在約10人の主婦が選手として

活躍している婦人バレーボールチームです。毎週水曜日と

金曜日の午後8時～9時30分まで、仕事や家事を早めに済

ませたメンバーが市民体育館で練習に汗を流しています。

　十日町クラブの歴史は古く25年前に市の婦人バレーボー

　　　　　　　　　　　　ル教室として発足したのが前

　　　　　　　　　　　　身です。その後十日町クラブ

　　　　　　　　　　　　として活動を始めてからも、

　　　　　　　　　　　　すでに20年が経ちました。実

　　　　　　　　　　　　は市内で最も歴史のあるバレ

　　　　　　　　　　　　ーボールチームなんですよ。

　　　　　　　　　　　　　私たちの特色は20代～40代

　　　　　　　　　　　　の選手すべてが、主婦として

　　　　　　　　　　　　家事や子育てなどをこなしな

練習は真剣そのもの　　　　がら・その合間にバレーボー

　　　　　　　　　　　　ルを楽しんでいることです。

o
　
⑧
　
　
　
％
騰

騨騨麟馨曝鞭聯⑬

　
　
　
ズ

）
　

個
　
｝

前
　

3
し
チ

人
　
　
～
対
ス
粉

6
本
　
2
に
イ
ン
油

～
7
枚
で
本
ラ
パ
￥

5
～
7
本
ー
ス
￥
ウ

（
6
～
4
…
　
粉
ヨ

料
…
6
…
ズ
麦
シ

　
シ
…
し
一
　
小
コ
ー

材
ワ
葉
干
チ
　
￥
￥

　
イ
大
梅
※
　
卵
塩

⑬
イ
ワ
シ
の
包
み
揚
げ
と

磁

骨
せ
ん
べ
い

噛馨
し
い
健
康
料
理
で
す
。
骨
も
柔
ら

繭　かい
の
で
「
骨
せ
ん
べ
い
」
に
で

　
き
ま
す
。
ス
ナ
ツ
ク
感
覚
で
子
ど

鞭
も
た
ち
に
も
大
好
評
で
す
。

翻　〈作
り
方
〉

　
④
イ
ワ
シ
の
頭
と
は
ら
わ
た
を
取

　
り
除
く
。
手
で
骨
を
抜
き
取
っ
た

O撫　後
、
一
枚
に
開
い
て
軽
く
塩
、
コ

　
シ
ョ
ウ
を
か
け
る
。

㊧㊤馨繋 　
　
イ
ワ
シ
の
臭
み
を
抜
い
た
お
い

懸

融㊤勲

講
韓
畦
と
巻
き
闘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
糠

　
　
　
　
　
　
　
き

　
　
　
　
　
　
　
馨
気

※
2
種
類
目
は
チ
ー
ズ
を
入
れ
る
。

④
卵
と
小
麦
粉
を
水
で
サ
ラ
ッ
と

し
た
感
じ
に
溶
く
。
そ
れ
に
つ
け
⑬

て
か
ら
パ
ン
粉
を
つ
け
る
。
　
　
磯

◎
中
ま
で
火
が
通
る
よ
う
に
弱
火
礁

で
3
～
4
分
間
、
油
で
揚
げ
る
。

◎
食
べ
や
す
い
大
き
さ
に
切
り
、

盛
り
つ
け
て
出
釆
上
が
り
。

〈
骨
せ
ん
べ
い
の
作
り
方
〉
　
　
　
O

骨
は
洗
っ
て
水
気
を
と
り
、
適
O

腿
韓
購
嶽
驚
噺

　
　
　
　
　
　
　
を
事
　
輪

佐藤百合子さん
（谷内丑2智57－0803）

このコーナーでは、登場していただく人

募集しています。問い合わせは企画人

課広報広聴係a57－3111内線213へ。

幽嫡ゆo懸翻

●
籔
懸
盈
唇
芝
◎
馨
藤
讐
犠
〉
≧
く
傷
獲
◎
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じょ・うずに

描けたね〃
⑪中条保育園

轟
叛
＼

＼

　　　　、置

　　　　　　　　　　　楓、

診
響
帆
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『

　
　
　
　
　
　
　
ア

　
　
　
　
　
　
　
鰍

　
　
　
　
　
　
、
、
縮
い

1慧贈鄭鮪髪製毫等麺i絵欝鰹膿謝…囎福島佑太・ん

難欝鞍饗寧鱗鎚棄ち懸謝畿懸（5歳）
空戦てんよ校ぶ　　ぞだ　 ◎　　連そ・
韓震隷　『甲。幽、窪襲i一議懸㌧重奪難

晦教巻　霧、，．・．朋・覇　蛋呂il壕鞍．1、鍵無襟　　 一一『

礪瓢空・．翻，羅’霧嚢．’覇薪i圭二1　羨　　『ちひろ
量い　・1．，．、　難，、とliご鶉凝灘灘ダ編高橋千裕ちゃん
　　　　　曝鐸　燗、　　　　　蕪　　　　　　3を通り抜ける滑り台がとても楽しくて、　　　　（6歳）
　　このコーナーでは、登場していただく人を募集しています。　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　＿
　　問い合わせは企画人事課広報広聴係費57－3田内線213へ．　　　　3何回ものったよ。また行ってみたいな。
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國

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
日
は
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
、
そ
し
て
妹
の
静
香
と
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
乗
り
に
来
た
ん
だ
。
お
父
さ
ん
が
連
れ
て
来
て
く
れ
た
ん
だ
よ
。
妹
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
い
つ
も
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
で
遊
ん
で
る
け
ど
、
空
を
飛
ん
だ
の
は

本気の本音
＠謎婁から㊧．

初
め
て
だ
か
ら
ビ
ッ
ク
リ
し
ち
や
っ
た
よ
。

大
き
な
音
に
今
で
も
ド
キ
ド
キ
し
て
る
ん
だ
。

方
向
転
換
の
時
な
ん
か
特
に
恐
か
っ
た
よ
。

だ
か
ら
大
き
く
な
っ
た
ら
コ
ッ
ク
に
な
る
ん
だ
。
・

恐
い
か
ら
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
は
絶
対
な
ら
な
い
ぞ
。

國　　
　
　
空
か
ら
は
田
ん
ぽ
や
緑
の
畑
、

　
　
　
建
物
が
見
え
た
よ
。
町
が
お
も
ち
ゃ

み
た
い
だ
っ
た
。
走
っ
て
る
車
な
ん
か
豆
つ
ぶ

く
ら
い
小
か
っ
た
よ
。

か
ら
な
か
っ
た
け
ど
、
す
ご
く
面
白
か
っ
た
よ
。

を
飛
び
た
い
な
。

ん
だ
っ
て
。

　
　
　
　
　
　
　
わ
た
し
の
家
や
小
学
校
は
よ
く
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
空

　
　
　
　
　
お
兄
ち
ゃ
ん
は
最
初
は
喜
ん
で
た
の
に
、
も
う
乗
り
た
く
な
い

　
　
　
お
父
さ
ん
私
た
ち
い
い
子
に
し
て
る
か
ら
ま
た
連
れ
て
来
て
ね
。

ア
イ
リ
ス
ま
つ
り
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
遊
覧
飛
行
に
初
挑
戦
の
佐
藤
隆
夫
さ
ん
（
山
本
5
）
一
家
か
ら
、
お
兄
ち
ゃ

ん
の
拓
哉
く
ん
（
小
3
）
と
妹
の
静
香
ち
ゃ
ん
（
小
1
）
に
空
中
散
歩
の
感
想
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

叢…譲

ぞ
㌧
璽

　
私
は
大
正
8
年
に
十
日
町
で
生
ま

れ
ま
し
た
。
教
員
を
し
て
い
た
父
の

転
勤
に
あ
わ
せ
、
幾
度
と
な
く
家
族

で
転
居
し
た
も
の
で
す
。
私
は
小
学

生
時
代
に
も
3
度
の
転
校
を
経
験
し

て
い
ま
す
。
幸
い
入
学
当
初
の
友
人

が
私
を
覚
え
て
い
て
く
れ
て
、
今
も

年
1
回
の
旅
行
に
誘
っ
て
く
れ
ま
す
。

　
物
資
が
乏
し
い
昭
和
1
8
年
に
中
条

村
三
ツ
山
に
嫁
ぎ
ま
し
た
。
戦
渦
は

日
増
し
に
激
し
さ
を
増
し
、
3
3
軒
の

三
ツ
山
か
ら
も
何
人
か
が
出
征
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
英
霊
と
な
っ
た
何

人
か
の
戦
死
者
を
出
迎
え
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
留
守
を
守
る
の
は
男
手

の
な
い
私
た
ち
で
す
。
食
糧
を
手
に

入
れ
よ
う
と
桑
畑
を
起
こ
し
ジ
ャ
ガ

イ
モ
を
植
え
ま
し
た
。
桑
の
根
を
起

こ
す
作
業
の
大
変
さ
は
今
も
忘
れ
ま

せ
ん
。
石
う
す
を
見
る
の
も
初
め
て
、

田
畑
の
こ
と
な
ど
何
も
知
ら
な
い
私

は
、
何
も
か
も
半
人
前
で
苦
労
の
連

大津直枝さん
（川治下町2）80歳

このコーナーでは、登場していただく人を募集

しています。問い合わせは企画人事課広報広

聴係費57－3川内線213へ。

続
で
し
た
。
精
一
杯
に
生
き
抜
く
こ

と
が
唯
一
の
道
で
し
た
。

　
昭
和
3
0
年
代
後
半
に
は
、
農
業
も

牛
馬
か
ら
耕
う
ん
機
に
変
わ
り
、
村

で
も
出
機
が
盛
ん
に
な
り
ま
し
た
。

44

年
に
離
村
を
し
て
現
在
の
川
治
に

引
っ
越
し
ま
し
た
。
近
く
に
引
っ
越

し
た
人
た
ち
で
、
年
に
ー
～
2
回
温

泉
に
行
っ
て
思
い
出
話
に
花
を
咲
か

せ
て
い
ま
す
。

　
引
っ
越
し
て
か
ら
内
職
の
暇
を
み

て
、
婦
人
会
で
民
謡
を
習
い
始
め
ま

し
た
。
私
が
参
加
し
た
初
め
て
の
発

表
会
で
、
団
体
3
位
に
な
っ
た
感
激

は
今
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
教
室
の

解
散
か
ら
1
5
年
が
過
ぎ
た
今
も
、
年

長
の
私
を
含
め
7
人
で
、
月
1
回
集

ま
っ
て
は
お
茶
を
飲
ん
だ
り
、
カ
ラ

オ
ケ
に
出
か
け
た
り
楽
し
く
過
ご
し

て
い
ま
す
。
遠
出
の
旅
も
ま
ま
な
ら

ぬ
今
は
、
こ
の
集
ま
り
が
生
き
が
い

で
す
。
い
つ
ま
で
も
明
る
く
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
健
康
で
あ
り
続
け
た
い
と

願
う
昨
今
で
す
。
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馨
・
、

春から晩秋まで咲き誇る

手づくり花壇が学校町に完成

　
5
月
1
6
日
㈲
、
城
ケ
丘
に
至
る
学
校
町
1
丁
目
地
内

の
坂
道
沿
い
で
、
花
の
講
習
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
最

初
に
講
師
の
村
山
淳
二
さ
ん
（
花
む
ら
）
か
ら
デ
ザ
イ

ン
や
維
持
管
理
に
配
慮
し
た
花
づ
く
り
の
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

　
続
い
て
参
加
者
全
員
で
植
栽
を
開
始
し
て
か
ら
1
時

間
後
、
花
壇
に
は
春
か
ら
晩
秋
を
通
し
て
咲
き
誇
る
す

て
き
な
花
壇
が
完
成
し
ま
し
た
。
花
壇
の
材
料
や
土
づ

く
り
は
身
近
に
あ
る
も
の
を
リ
サ
イ
ク
ル
利
用
し
て
い

ま
す
。
参
加
者
か
ら
は
「
昭
和
町
で
の
花
づ
く
り
に
刺

激
さ
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
も
町
内
の
協
力
の
も
と
、
す
て

き
な
花
壇
が
で
き
ま
し
た
。
ほ
か
の
町
内
の
参
考
に
な
れ

ば
と
願
っ
て
い
ま
す
」
と
い
う
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
　
く

　
　
輝
第
54
回
県
美
術
展
覧
会
の
審
査
が
5
月
1
8
日
㈲
に
行

　
　
二
　
わ
れ
、
洋
画
部
門
で
北
新
田
の
阿
部
正
明
さ
ん
が
最
優

　
　
と

い
峰
秀
の
県
展
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
．
こ
れ
に
よ
り
阿
部
さ

訪
山
口
同
ん
は
過
去
2
回
の
奨
励
賞
と
合
わ
せ
県
展
洋
画
部
凋

磨
最
「
無
鑑
査
作
家
」
の
栄
誉
に
輝
く
こ
と
に
な
り
ま
す

え
の
阿
部
さ
ん
は
芸
術
活
動
を
振
り
返
り
「
独
学
で
絵
画

支
展
を
学
び
、
後
に
新
潟
二
科
会
支
部
に
入
会
し
て
研
究
を

で
術
続
け
て
き
ま
し
た
．
2
0
歳
で
の
県
展
初
出
展
・
初
入
選

族
美
以
来
、
紆
余
曲
折
の
中
で
こ
れ
ま
で
洋
画
2
1
回
と
日
本

家
県
画
・
版
画
・
そ
の
他
で
2
4
回
の
入
選
を
達
成
す
る
こ
と

　
　
　
　
が
で
き
ま
し
た
。
家
族
な
く
し
て
は
今
回
の
受
賞
は
あ

　
　
　
　
り
え
ま
せ
ん
」
と
語
り
、
同
じ
く
書
道
で
入
選
し
た
奥

　
　
　
　
さ
ん
と
と
も
に
、
喜
び
を
分
か
ち
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　　　　　　　　　　　　　　欝　　　　　　　　　　饗　　　　　　　　禦　　欝　羅

　矯．

黛

　　　¢－
　　叢　　灘灘讐

県展賞作品
　さん　　せん

「燦船」

履宏ひ¢5、
十日町総合高校、川西高校英語指導助手。
アメリ力力リフォルニア州サンディエゴ出身。

　残念ながら、今回が私からのメッセージを伝える最後の

機会となりました。3年間の講師契約もこの7月で終わり、

アメリカヘ戻るのです。

　十日町のみなさん、本当にありがとう。おかげでとても

楽しい時が過ごせました。後で、とても日本が恋しくなる

でしょうね。本当にこんなすてきな場所を離れるのはつら

いんですよ。また戻ってくるまで、ここでのすばらしい思

い出を大事に胸にしまっておこうと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　さ・よ・な・ら．〃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アール・ロメロ

　　　　1’m　sorry　to　say　that　this　wi”be　my　Iast　time　to

write　a　message　to　you　a”．My　three　year　teaching

contract　is　finishing　in　july，and　l　wi”return　back　to　the

USA．
　　　　l　would　like　to　thank　evryone　in　Tokamachi　for

helping　me　to　enjoy　the　time　l　spend　here．l　am　going　to

miss　Japan　immensely」t　is　going　to　be　very　difficult　to

Ieave　such　a　Iovely　plase．Until　l　come　back　to　visit，I　wiII

keep　a”my　fond　memories　close　to　my　heart．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sayonara1！
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卜町が農業用の

ビニール・マルチを回収

苦節13年目にして故郷に錦

十日町初の真打誕生に満員の祝福

　
桂
歌
助
真
打
昇
進
披
露
公
演
が
5
月
2
2
日
qゆ
ク
ロ
ス

ー0

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
桂
歌
助
師
匠
（
本

名
関
口
昇
さ
ん
、
駅
通
り
出
身
）
の
晴
れ
舞
台
に
立
ち

会
お
う
と
約
千
人
が
つ
め
か
け
、
超
満
員
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
日
は
桂
歌
丸
師
匠
を
は
じ
め
、
奥
さ
ん
が
田

麦
出
身
の
三
笑
亭
可
楽
師
匠
ら
が
出
演
。
磨
き
ぬ
か
れ

た
芸
に
会
場
は
大
き
な
笑
い
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
真
打
披
露
口
上
で
は
歌
助
、
歌
丸
、
可
楽
の
3
人
の
師

匠
が
登
壇
。
歌
丸
師
匠
か
ら
は
「
私
は
人
様
の
子
を
弟

子
と
し
て
預
か
り
人
問
修
行
を
さ
せ
る
。
歌
助
は
1
3
年

の
修
行
を
経
て
真
打
と
な
っ
た
。
今
後
も
皆
さ
ん
の
声

援
と
お
叱
り
を
い
た
だ
き
、
噺
家
の
一
枚
看
板
を
め
ざ

し
て
精
進
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
言
葉
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
J
A
十
日
町
で
は
5
月
2
6
日
㈱
に
市
内
お
よ
び
中
里

村
・
津
南
町
・
松
代
町
・
松
之
山
町
の
4
市
町
村
内
で
、

使
用
済
の
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
・
マ
ル
チ
の
一
斉
回
収
を

行
い
ま
し
た
。
当
日
市
内
か
ら
は
、
1
6
7
袋
1
・
7

t
、
全
体
で
は
5
0
9
袋
5
t
も
の
ビ
ニ
ー
ル
類
が
各

資
材
セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込
ま
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
背
景
に
は
、
平
成
9
年
に
「
廃
棄
物
の
処
理
及

び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
が
改
正
さ
れ
、
環
境
に
悪
影

日
済
響
を
お
よ
ぽ
す
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
発
生
な
ど
の
問
題
か
ら

十
用
ビ
ニ
ル
類
の
「
野
焼
き
禁
止
」
が
強
化
さ
れ
た
こ
と

踏
使
な
ど
が
あ
り
ま
克
今
回
の
回
収
は
昨
年
－
o
月
に
続
き

　
　
　
　
2
回
目
と
な
る
も
の
で
、
J
A
で
は
今
後
も
春
と
秋
の

　
　
　
　
年
2
回
、
有
料
で
実
施
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

葭

…鋼li聾繊讐継

欝磁叢灘鞭噸

鞭麟嚥望

矯　鵬轍

讐
ダ
麟
　
隙

灘
諺
．

　
識
．

　
　
・
　
懸

～
墾
び
蕎
．
コ

問
健
健
奮

●

歯
の
健
康
づ
く
り

●
「
か
む
」
こ
と
の
効
果

①
消
化
・
吸
収
を
助
け
ま
す
。

②
だ
液
が
よ
く
出
て
、
口
の
汚
れ
を

　
落
と
し
ま
す
。

③
満
腹
感
が
で
て
肥
満
防
止
に
な
り

　
ま
す
。

④
脳
の
血
液
循
環
が
よ
く
な
り
「
ボ

　
ケ
」
防
止
に
な
り
ま
す
。

　
よ
く
か
ん
で
食
べ
る
こ
と
は
、
い

つ
ま
で
も
自
分
の
歯
を
保
つ
と
と
も

に
、
健
康
な
体
を
守
る
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
で
す
。

●
よ
く
か
む
た
め
に
は

　
健
康
な
歯
が
必
要
で
す
。
何
で
も

お
い
し
く
食
べ
る
に
は
、
健
康
な
歯

が
2
0
本
あ
る
こ
と
が
必
要
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
4
0
歳
を
過
ぎ

る
こ
ろ
か
ら
急
速
に
歯
が
失
わ
れ
、

70

歳
で
平
均
8
本
し
か
残
っ
て
い
な

い
の
が
現
状
で
す
。

●
歯
を
失
う
最
大
の
原
因
は
歯
周
病

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
レ
つ

歯
周
病
は
、
最
初
に
歯
垢
と
い
う
細

菌
集
団
が
歯
肉
を
侵
し
ま
す
。
や
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
シ
つ

て
、
歯
を
支
え
て
い
る
歯
槽
骨
ま
で

破
壊
し
、
最
後
に
は
歯
が
抜
け
て
し

ま
う
病
気
で
す
。

●
歯
周
病
を
予
防
す
る
に
は

①
歯
み
が
き
の
習
慣
を
身
に
つ
け
ま

　
し
ょ
う
。
3
度
の
食
事
の
あ
と
に

　
1
回
5
分
位
か
け
て
み
が
き
ま
す
。

　
歯
と
歯
の
問
・
歯
と
歯
ぐ
き
の
境

　
目
・
奥
歯
は
特
に
注
意
し
て
み
が

　
き
ま
す
。
歯
並
び
が
人
そ
れ
ぞ
れ

　
異
な
る
よ
う
に
歯
み
が
き
も
そ
の

　
人
に
合
っ
た
み
が
き
方
が
あ
り
ま

　
す
。
』
歯
医
者
さ
ん
に
相
談
し
て
自

　
分
に
合
っ
た
歯
み
が
き
方
法
を
マ

　
ス
タ
ー
し
ま
し
ょ
う
。

②
喫
煙
や
糖
尿
病
、
ス
ト
レ
ス
、
栄

　
養
不
足
は
歯
周
病
の
大
敵
で
す
。

　
悪
化
さ
せ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け

　
ま
し
ょ
う
。

③
年
に
ー
～
2
回
は
歯
の
定
期
検
診

　
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
歯
周
病
も
早

　
期
発
見
・
早
期
治
療
が
決
め
手
で

　
す
。
か
ら
だ
の
健
康
と
同
じ
く
、

　
歯
の
健
康
を
守
る
た
め
に
、
か
か

　
り
つ
け
の
歯
医
者
さ
ん
を
決
め
て

　
お
く
と
安
心
で
す
。
患
者
に
治
療

　
内
容
を
十
分
説
明
し
、
何
で
も
相

　
談
に
の
っ
て
く
れ
る
歯
の
ホ
ー
ム

　
ド
ク
タ
ー
を
も
ち
ま
し
ょ
う
。

根
　
槽
肉

歯
　
歯
歯

ツト

歯
根
膜
や
歯
槽
骨

が
破
壊
さ
れ
て
い
る
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か
け
ま
せ
ん
か

十
日
町
市
芸
術
協
会
会
員
展

　
美
術
館
建
設
基
金
チ
ャ
リ
テ
ィ
小
品
展

を
同
時
開
催
し
ま
す
。
繊
目
時
目
6
月
1
9

日
㈹
午
前
1
0
時
～
午
後
9
時
、
2
0
日
㈲
午

前
9
時
～
午
後
4
時
繊
場
所
H
市
民
体
育

館
雛
問
合
せ
日
社
会
教
育
課
（
奮
5
7
1
5

0
1
1
）
へ
。

十
日
町
市
民
音
楽
祭

繕
日
時
H
6
月
2
6
日
㈹
午
後
7
時
～
（
6

時
3
0
分
開
場
）
磁
場
所
H
市
民
会
館
■
入

場
料
”
5
百
円
（
中
学
生
以
下
無
料
）
繊

出
演
H
双
葉
会
・
コ
ー
ラ
ス
ラ
イ
ン
ほ
か

繊
間
合
せ
H
公
民
館
本
館
（
智
5
7
1
5
0

1
1
）
へ
。

ど
ん
ぐ
り
お
は
な
し
の
へ
や

　
　
～
あ
じ
さ
い
の
ま
き
～

　
絵
本
、
お
は
な
し
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

ほ
か
を
行
い
ま
す
。
臓
日
時
H
6
月
2
6
日

㈹
午
後
3
時
～
4
時
繕
場
所
H
公
民
館
本

館
繊
問
合
せ
H
公
民
館
本
館
図
書
室
（
盈

57
1
5
0
1
1
）
へ
。

6
月
の
子
ど
も
映
写
会

繕
日
時
H
6
月
2
6
日
㈹
午
前
1
0
時
～
繊
場

所
H
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
繕
内
容
“
イ
ル

カ
と
少
年
、
み
ん
な
で
作
っ
た
虹
の
つ
り

橋
饗
入
場
料
H
無
料
繕
問
合
せ
H
少
年
育

成
セ
ン
タ
ー
（
智
5
7
1
8
9
1
8
）
へ
。

講
演
「
変
わ
る
女
・
揺
れ
る
男
」

1
記
者
が
見
た
家
族
の
ゆ
く
え
ー

　
21
世
紀
を
目
前
に
し
て
、
変
わ
り
つ
つ

あ
る
男
女
の
あ
り
方
や
家
族
の
姿
を
数
多

く
の
取
材
体
験
を
通
し
た
記
者
の
目
で
語

り
ま
す
。
繕
日
時
“
6
月
1
8
日
働
午
後
6

時
3
0
～
（
6
時
開
場
）
雛
場
所
“
ク
ロ
ス
ー
0

繊
講
師
H
山
口
正
紀
氏
（
読
売
新
聞
記
者
）

灘
入
場
料
H
無
料
繊
問
合
せ
“
事
務
局
波

形
（
盈
52
－
3
7
5
3
）
へ
。

撫
）
加
し
喜
ん
か

十
日
町
小
唄
日
本
一
優
勝
大
会

■
日
時
”
7
月
4
日
㈲
午
前
1
0
時
3
0
分
～

雛
場
所
H
ク
ロ
ス
ー
0
臓
部
門
”
男
性
の

部
、
女
性
の
部
瀟
参
加
費
H
1
、
5
0
0

円
雛
定
員
H
先
着
1
0
0
人
繊
申
込
み
H

6
月
2
8
日
㈲
ま
で
に
参
加
費
を
添
え
て
十

日
町
市
観
光
協
会
（
市
役
所
内
智
5
7
1
3

3
4
5
）
へ
。

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
座

　
公
民
館
で
は
女
性
の
再
就
職
機
会
の
拡

大
と
地
域
の
在
宅
介
護
の
充
実
を
目
的
に

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
（
3
級
）
養
成
講
座
を

開
催
し
ま
す
。
修
了
者
に
は
3
級
ヘ
ル
パ

ー
の
修
了
証
と
携
帯
用
修
了
証
明
書
が
交

付
さ
れ
ま
す
。
繕
期
間
H
7
月
1
6
日
働
～

9
月
2
4
日
働
ま
で
の
1
1
日
間
繊
場
所
H
公

民
館
本
館
ほ
か
繕
定
員
0
2
0
人
籔
受
講
資

格
H
市
内
在
住
の
成
人
女
性
灘
受
講
料
ほ

6
千
円
（
教
材
費
ほ
か
）
■
申
込
み
H
6

月
3
0
日
㈱
ま
で
に
受
講
料
を
添
え
て
公
民

館
本
館
へ
。
日
程
表
・
申
込
書
は
公
民
館

本
館
と
各
地
区
館
に
あ
り
ま
す
。

家
庭
介
護
教
室

　
「
脳
卒
中
と
骨
折
予
防
　
寝
た
き
り
ゼ

ロ
ヘ
の
第
一
歩
」
を
テ
ー
マ
に
日
本
赤
十

字
社
指
導
に
よ
る
介
護
教
室
を
開
催
議
日

時
H
6
月
2
7
日
㈲
午
後
1
時
3
0
分
～
4
時

30
分
繊
場
所
”
公
民
館
本
館
■
定
員
”
3
0

人
灘
参
加
費
ロ
無
料
灘
申
込
み
”
魚
沼
ブ

ロ
ッ
ク
電
信
電
話
ユ
ー
ザ
協
会
（
智
0
1

2
0
1
7
0
9
1
1
5
1
）
へ
。

6
月
の
え
邸
ろ
ん
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

　
初
参
加
大
歓
迎
、
「
簡
単
中
華
」
肉
だ
ん

ご
の
も
ち
米
ま
ぶ
し
、
か
に
の
ス
ー
プ
ほ

か
を
作
り
ま
す
。
雛
日
時
H
6
月
2
4
日
㈲

午
前
1
0
時
3
0
分
～
午
後
1
時
繊
場
所
口
東

北
電
力
十
日
町
営
業
所
纏
定
員
H
1
8
人

（
申
込
み
多
数
の
場
合
抽
選
）
糟
参
加

費
”
5
百
円
■
申
込
み
”
東
北
電
力
十
日

町
営
業
所
（
費
52
1
3
1
0
7
）
へ
。

ひ
と
り
親
家
庭

　
　
ほ
の
ぼ
の
交
流
事
業

繊
日
時
H
7
月
3
1
日
㈹
～
8
月
1
日
㈲
田

場
所
H
五
十
沢
キ
ャ
ン
プ
場
繊
集
合
場

所
H
母
子
休
養
ホ
ー
ム
し
ら
ゆ
り
荘
（
六

日
町
）
磁
対
象
”
児
童
を
扶
養
す
る
ひ
と

り
親
家
庭
の
親
と
子
鞭
参
加
費
“
大
人

3
、
5
0
0
円
、
子
ど
も
2
、
5
0
0
円
、

幼
児
2
、
0
0
0
円
纏
申
込
み
“
十
日
町

市
母
子
福
祉
い
つ
美
会
事
務
局
（
盈
5
0
1

5
0
1
0
）
へ
。

一
一

　7月17日㈹からの開設期間中、ス

ムーズな運営を図るため、水泳能力

に自信があり、継続して勤務できる

18歳～29歳の人を募集します。■問

合せ＝体育課（智52－4377）へ。

寄付ありがとう
　　5月25日届け出分まで（敬称略）

囹地域福祉事業へ＝㈱ダイナム十日

町店（島・6，803円）

囹情報館へ＝太田梅子（北鐙坂2）、

儀同保（東京都）、曽根介一（太子堂）、

関口徳二（春日町3）、庭野勇吉（高田

町3西）、上村英一（高田町3南）、根

津秀一（桜木町）、湯沢孝予（駅通り）

囹博物館へ＝庭野重吉（上川町）池

田隆（上原）、田村孝一（下町）、生

越良彦（原）、栗原啓吉（北鐙坂3）、

星名勝（川西町）

◆
税
務
職
員
（
税
務
大
学
校
）
試
験

　
国
家
公
務
員
（
税
務
職
員
）
試
験
を
実

施
し
ま
す
。
約
1
年
間
の
研
修
後
、
各
税

務
署
で
働
き
ま
す
。
●
受
験
資
格
”
昭
和

54
年
4
月
2
日
～
57
年
4
月
1
日
に
生
ま

れ
た
人
●
申
込
み
”
6
月
2
3
日
㈱
～
30
日

㈱
ま
で
に
人
事
院
関
東
事
務
局
に
必
要
書

類
を
提
出
●
問
合
せ
“
十
日
町
税
務
署
総

務
課
（
費
52
1
3
1
8
1
）
へ
。

◆
郵
政
職
員
採
用
試
験

●
職
種
”
外
務
職
●
受
験
資
格
“
昭
和
4
0

年
4
月
2
日
～
57
年
4
月
1
日
に
生
ま
れ

た
人
（
学
歴
不
問
）
●
試
験
日
”
8
月
2
2

日
㈲
（
一
次
）
●
申
込
み
“
6
月
2
1
日
㈲

～
7
月
5
日
㈲
ま
で
に
必
要
書
類
を
信
越

郵
政
局
に
郵
送
●
問
合
せ
”
十
日
町
郵
便

局
総
務
課
（
智
52
－
2
3
9
1
）
へ
。

◆
国
家
公
務
員
皿
種
（
郵
政
）
試
験

●
職
種
”
郵
政
事
務
A
、
郵
政
事
務
B
（
A

B
と
も
に
内
務
職
）
⑫
受
験
資
格
”
昭
和

49
年
4
月
2
日
～
57
年
4
月
1
日
に
生
ま

れ
た
人
（
学
歴
不
問
）
●
試
験
日
”
9
月

5
日
㈲
（
一
次
）
●
申
込
み
”
6
月
2
3
日

㈱
～
3
0
日
㈱
ま
で
に
人
事
院
関
東
事
務
局

に
必
要
書
類
を
提
出
●
問
合
せ
”
十
日
町

郵
便
局
総
務
課
へ
。

◆
女
性
21
世
紀
政
策
塾
塾
生
募
集

　
県
の
主
催
に
よ
り
女
性
の
社
会
参
画
と

人
材
育
成
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。
塾
で

は
①
教
育
・
文
化
②
生
活
・
環
境
③
産
業
・

労
働
④
健
康
・
福
祉
の
4
つ
の
課
題
を
研

究
し
、
提
言
を
い
た
だ
き
ま
す
。
●
目
時
“

8
月
4
日
㈱
～
1
2
月
1
4
日
㈹
ま
で
の
7
日

間
、
午
前
9
時
～
午
後
4
時
●
場
所
”
ユ

ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
（
新
潟
市
）
●
受
講
料
“

無
料
●
応
募
資
格
”
概
ね
2
5
歳
～
60
歳
ま

で
の
全
日
程
に
参
加
で
き
る
女
性
●
申
込

み
”
7
月
9
日
㈹
ま
で
に
企
画
人
事
課
に

応
募
用
紙
と
小
論
文
（
研
究
希
望
課
題
1

つ
に
つ
い
て
具
体
的
提
案
を
8
百
字
程
度

に
ま
と
め
た
も
の
）
を
提
出
。
申
込
用
紙

は
企
画
人
事
課
に
あ
り
ま
す
。
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◆
防
火
管
理
者
資
格
付
与
講
習
会

　
消
防
法
に
よ
る
甲
種
防
火
管
理
者
資
格

給
与
に
関
す
る
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
”
7
月
8
日
㈱
・
9
日
㈹
午
前
9

時
～
午
後
4
時
30
分
（
2
日
間
コ
ー
ス
）

●
場
所
“
ク
ロ
ス
ー
0
●
受
講
料
“
3
、
2

0
0
円
●
申
込
み
”
6
月
30
日
㈱
ま
で
に

受
講
料
と
上
半
身
の
写
真
（
横
3
㎝
×
縦

5
㎝
）
1
枚
を
添
え
十
日
町
地
域
消
防
本

部
予
防
課
（
智
57
1
1
5
5
7
）
へ
。

◆
玉
掛
技
能
講
習
受
講
者
募
集

●
日
時
”
7
月
2
7
日
㈹
～
30
日
㈹
午
前
9

時
～
午
後
5
時
●
場
所
”
魚
沼
地
域
職
業

、
訓
練
セ
ン
タ
ー
●
内
容
”
学
科
、
実
技
、

試
験
（
労
働
安
全
衛
生
法
資
格
付
与
技
能

講
習
）
●
受
講
資
格
”
1
8
歳
以
上
で
玉
掛

業
務
経
験
が
6
か
月
以
上
あ
る
人
●
受
講

料
“
1
6
、
8
0
0
円
●
定
員
“
先
着
1

0
0
人
●
申
込
み
”
7
月
9
日
㈹
ま
で
に

魚
沼
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
智
0
2

5
7
1
7
2
1
4
5
5
4
）
へ
。

◆
新
潟
県
教
育
モ
ニ
タ
ー
募
集

　
県
教
育
委
員
会
で
は
、
広
く
県
民
か
ら

県
教
育
行
政
に
つ
い
て
意
見
・
要
望
等
を

聴
取
し
施
策
推
進
の
参
考
と
す
る
目
的
で

モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
●
応
募
資
格
”

教
育
行
政
に
関
心
を
持
つ
2
0
歳
以
上
の

人
。
た
だ
し
議
員
、
常
勤
の
公
務
員
、
私

立
学
校
教
職
員
、
行
政
相
談
員
、
今
年
度

他
の
公
的
モ
ニ
タ
ー
に
な
っ
て
い
る
人
を

除
く
。
●
任
期
”
1
2
年
3
月
末
ま
で
●
募

集
人
数
”
4
0
人
●
申
込
み
目
6
月
30
日
㈱

ま
で
に
県
教
育
庁
総
務
課
企
画
広
報
係

（
智
0
2
5
1
2
8
5
1
5
5
1
1
）
へ
。

◆
痴
呆
性
老
人
介
護
者
等
専
門
相
談

　
痴
呆
の
診
察
や
痴
呆
性
老
人
へ
の
対

処
・
介
護
方
法
に
つ
い
て
専
門
相
談
を
行

い
ま
す
。
●
目
時
“
6
月
1
8
日
㈹
午
後
2

時
～
4
時
●
場
所
”
十
日
町
保
健
所
●
担

当
医
”
須
賀
医
師
（
中
条
第
2
病
院
）
●

申
込
み
”
保
健
所
へ
の
事
前
申
込
み
が
必

要
●
問
合
せ
”
十
日
町
保
健
所
（
智
57
－

2
4
0
0
）
ま
た
は
健
康
福
祉
課
へ
。

◆
心
の
健
康
相
談

●
目
時
”
6
月
2
9
日
㈹
午
後
1
時
3
0
分
～

3
時
●
場
所
”
十
日
町
保
健
所
●
担
当

医
”
田
村
医
師
（
五
日
町
病
院
）
●
問
合

せ
”
十
日
町
保
健
所
ま
た
は
健
康
福
祉
課

保
健
予
防
係
へ
。

◆
断
酒
友
の
会

　
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
や
お
酒
で
体
調
を
こ

わ
し
て
い
る
人
参
加
し
ま
せ
ん
か
。
体
験

談
を
語
り
な
が
ら
断
酒
を
継
続
し
ま
す
。

●
日
時
“
6
月
2
7
日
㈲
午
後
1
時
30
分
～

3
時
30
分
●
場
所
”
公
民
館
本
館
●
問
合

せ
”
健
康
福
祉
課
へ
。

◆
水
防
訓
練
を
実
施
し
ま
す

●
目
時
”
6
月
2
2
日
㈹
午
後
7
時
3
0
分
～

10

時
●
場
所
闘
妻
有
大
橋
上
流
右
岸
河
川

敷
●
参
加
者
”
市
内
・
中
魚
沼
郡
内
の
消

防
団
員
ほ
か
●
訓
練
内
容
“
基
本
訓
練

（
縄
結
ぴ
、
土
の
う
作
り
ほ
か
）
実
技
訓

練
（
シ
ー
ト
張
り
エ
、
積
み
土
の
う
エ
ほ

か
）
●
問
合
せ
”
総
務
課
管
理
係
へ
。

◆
伐
採
の
届
出
先
が
変
わ
り
ま
し
た

　
森
林
法
等
の
［
部
改
正
に
よ
り
、
4
月

か
ら
地
域
森
林
計
画
対
象
民
有
林
（
保
安

林
・
保
安
施
設
地
区
を
除
く
）
で
伐
採
す

る
際
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
「
伐
採
届

出
書
」
の
提
出
先
が
森
林
所
在
市
町
村
に

変
更
さ
れ
ま
し
た
。
●
問
合
せ
“
農
林
課

林
政
農
災
係
へ
。

◆
6
月
は
土
砂
災
害
防
止
月
問

　
が
け
崩
れ
や
地
す
べ
り
な
ど
の
土
砂
災

害
や
山
地
災
害
は
一
瞬
の
う
ち
に
尊
い
人

命
や
財
産
を
奪
い
ま
す
。
山
や
が
け
、
川

な
ど
で
危
険
な
箇
所
を
み
か
け
た
ら
、
す

ぐ
に
建
設
課
か
農
林
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
日
ご
ろ
か
ら
非
難
場
所
を
確

認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◆
事
務
所
移
転
の
お
知
ら
せ

　
情
報
館
事
務
室
が
6
月
3
日
に
西
本

町
2
の
十
日
町
市
情
報
館
に
移
転
し
ま

し
た
。
新
し
い
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
番

号
は
次
の
と
お
り
で
す
。
電
話
5
0
1
5

1
0
0
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
5
0
1
5
1
0
3

．
一
一

召

＝…

魏
冷
蔵
庫
は
消
費
者
の
實
任
で
処
分
を

　
冷
蔵
庫
は
フ
ロ
ン
回
収
の
必
要
が
あ

り
、
施
設
組
合
で
は
処
理
困
難
物
と
し

て
収
集
処
理
を
し
て
い
ま
せ
ん
。
埋
立

地
に
自
己
搬
入
す
る
か
、
買
い
替
え
時
に

購
入
し
た
お
店
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

臓
紙
資
源
物
は
2
台
で
回
収
し
て
い
ま
す

　
紙
資
源
物
の
回
収
は
「
新
聞
紙
・
段

ボ
ー
ル
類
」
と
「
雑
誌
・
ち
ら
し
類
」

を
別
々
の
収
集
車
（
2
台
）
で
前
後
し

て
収
集
し
て
い
ま
す
．
1
台
が
回
収
し

た
後
に
ど
ち
ら
か
が
残
つ
て
い
て
も
、

取
り
残
し
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

繊
火
災
事
故
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
5
月
に
収
集
車
内
で
の
火
災
事
故
が

3
件
発
生
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
自
動
点

火
装
置
付
き
の
石
油
ス
ト
ー
ブ
に
油
と

電
池
が
残
っ
て
い
た
た
め
に
起
き
た
も

の
で
す
。
石
油
ス
ト
ー
ブ
や
ガ
ス
器
具

な
ど
は
燃
料
を
抜
き
、
ス
プ
レ
ー
缶
は

穴
を
開
け
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
”
衛
生
施
設
組
合
（
費
駿
ー

3
9
2
4
）
へ
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

ゆずります
ゆずってください
・消費者協会（市民生活課生活環境係）へ

品　　　名 規　格 希望価格

子供用ブランコ 2人乗り 相談で

夏タイヤ　4本
ヨコパマタイヤ

215－45＝178分山 35，000円

学 習　の　椅　子 小学生用 無　料

オーブンレンジ デロンギ 7，000円

シューズラック 無　料

洋 服　タ　ン　ス 木　製 相談で

アルペン用スキー靴 小学生用 無　料

柔 道　　　着 大人用 無　料

野 外　　犬　　舎 中型犬用
鉄骨製 無　料

マウンテンバイク 26インチ
大人用

5，000円

ママコート　2枚 薄手・冬用 無　料

ビリヤードー式 無　料

スキーウエア
大人用
（男子用） 無　料

電気カーペット 2畳分 相談で

座 机 相談で

ワ 一　　プ　　ロ 富士通OASYS

LX－3000 25，000円

洋 服　タ　ン　ス 木　製 27，000円

プレステーション 少し旧型 6，000円

ねぎの皮むき機 コンプレッサー付き 150，000円

野菜の結束機 50，000円

布オムツカバー 何枚でも『 相談で

電気カーペット 四畳半くらい 相談で

整　理　タ　ン ス 相談で

耕転機ロータリー付き 中　型 相談で

子供用の補助イス 相談か無料

ベビーラック 2，000円

除　　　湿 機 5，000円

幼児用ベッ 卜 無料で

食堂テーブルセット 相談で

自　　　転 車 　子供用
12インチ2台 相談で

グランドピアノ 相談で

自　　　転 車 子供用
16インチ

無　料

自　　　転 車 子供用
16インチ

3，000円以内

2　段　ベ　ツ 卜 子供用 相談で

ベ　ビ　ー　カ 一 A型 相談か無料

マッサージ機 椅子タイプ 相談か無料

スパイクシューズ 24センチ
（少年野球用） 相談で

ベ　ビ　ー　カ 一 相談で

ベ　ビ　ー　カ 一 相談で

自　　　転 車 子供用（女子）
22か24インチ 相談で

冷　　　蔵 庫 小型 相談で

耕　　　i転 機 中型 相談で

50　cc　バ　イ ク スポーツタイプ
5～6万円位
か相談

スクーターのタイヤ ヤマハのJOG 相談で
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十
日
町
市
史
を
読
む

盛
ん
に
な
頻
難
擁
護

　
妻
有
の
俳
譜
は
、
江
戸
時
代
の
中

ご
ろ
か
ら
盛
ん
に
な
り
ま
し
た
。

　
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
に
四
日

町
の
観
音
堂
に
寄
進
さ
れ
た
俳
譜
の

額
に
は
、
美
濃
派
や
伊
勢
派
の
俳
人

　
　
　
　
　
　
　
　
れ
ん

も
み
え
、
各
地
で
「
連
」
と
よ
ば
れ

る
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
っ
て
活
動
し
て

い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
こ
の
こ
ろ
、
「
芭
蕉
に
か
え
れ
」
と

い
う
運
動
が
さ
か
ん
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
妻
有
の
俳
譜
も
こ
の
運
動
の

高
ま
り
の
中
で
開
花
し
、
十
八
世
紀

末
に
か
け
て
大
き
く
発
展
し
ま
し
た
。さまざまな俳譜書

⑳

難
難
難

　
各
地
の
宗
匠
の
な
か
で
も
伊
勢
の

　
　
　
　
　
ち
ょ
ら

俳
人
・
三
浦
樗
良
は
、
し
ば
し
ば
十

日
町
を
訪
れ
、
俳
人
た
ち
と
交
流
し

な
が
ら
指
導
し
ま
し
た
。
十
日
町
諏

訪
神
社
の
俳
額
は
、
樗
良
の
筆
に
な

る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ん

　
こ
の
時
代
、
十
日
町
で
は
上
村
山

し
　
　
　
　
　
　
と
う
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
ゅ
う

之
や
根
津
桃
路
、
中
条
で
は
田
村
柳

う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ょ
う
ち
よ
う

宇
、
吉
田
山
谷
の
酒
井
嘱
鳥
ら
が
活

躍
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
と
に
、
山
之
と
桃
路
は
芭
蕉
に

心
酔
し
、
た
び
た
び
旅
に
出
か
け
て

紀
行
文
を
ま
と
め
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

　
山
之
は
『
雪
之
集
』
、
桃
路
は
『
華

ち
ょ
う
ふ
う
げ
つ
し
ゅ
う

鳥
風
月
集
』
を
編
さ
ん
し
、
全
国
の

俳
人
の
句
を
収
載
し
ま
し
た
が
、
交

流
の
広
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
女
性
の
間
に
も
俳
譜
は
広
ま
り
ま

し
た
。

　
山
谷
村
の
柳
千
代
女
は
、
夫
の
右

岡
と
と
も
に
俳
譜
に
親
し
ん
で
い
ま

し
た
。
追
善
句
集
「
の
り
の
ふ
ね
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ぽ
み

に
は
「
ほ
つ
ほ
つ
と
に
お
う
苔
や
梅

の
花
」
が
載
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
同
村
の
、
き
よ
女
・
つ
か
女
・

り
の
女
が
追
悼
句
を
よ
せ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
通
史
編
3
　
近
世
二
）

（
お
わ
び
　
前
号
の
写
真
の
説
明
は

「
お
手
本
に
な
っ
た
信
越
国
境
山
論
」

の
誤
り
で
し
た
）

●●●●●●●●
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　　　　　●
　　　　　●
　　　　　●
　　　　　●
　　　　　●
　　　　　●
　　　　　●
　　　　　　
　　　　　3

花です。　●
　　　　　　
して2～3
1た黄色い3
　　　　　　昼、さわっ　●
　　　　　　
h。この毛　●
　　　　　　
：ててコウ3

体に生え3
　　　　　　よく見る　・
　　　　　3

　　　　　　
付近をは3
　　　　　3

　　　　　●
●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　　　　　Babγi　　　　　　　　とおかま毒
郭讃i　　　　　　　の
構l　i　　　　　　…然
かi醸　・

ち　i　　　　　　　　⑰
や　　　　　
ん，　　i叢　　　　　　　　　　　コウゾリナ（キク科）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　花をつける植物はたくさんありますカ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3てみればすぐ分かります。植物全体に褐色のかたい毛がついています

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3が人の皮膚に触れるとひっかかり痛いところからカミソリの刃に見立

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　ゾリナと名付けられたという説と、剃り跡に出たかたい毛を、植物全1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ている毛に見立てたという説があります、。褐色の毛を虫めがね等で、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　と、先がいかりのようになっています。（写真）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　　5月から10月ころまで長期にわたって花を付け、最近では十日町橋1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　じめ市内各地の道路脇に多く見られます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■
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十目町市民の動き

（5月末日現在）

44，354人（前月比一29）

21，786人（〃　一2）

22，568人（〃　一27）

（前月比十1）12，988

■人ロ

　男
　女
■世帯数

ホ
ッ
ト
ひ
と
恩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

　
　
　
編
・
集
・
室

　
肥
満
度
●
●
の
私
に
と
っ
て
こ
こ
数
年
来

人
間
ド
ッ
ク
受
診
後
の
医
師
の
指
導
は
聞
か

な
く
て
も
判
り
ま
す
。
「
運
動
が
大
事
で
す
よ
。

激
し
い
運
動
よ
り
も
歩
く
の
が
い
い
で
す

よ
。
」
こ
ん
な
事
情
か
ら
最
近
は
よ
く
歩
い
て

出
勤
し
ま
す
。
晴
れ
た
日
は
実
に
気
持
ち
良

く
車
で
は
味
わ
え
な
い
幾
つ
も
の
楽
し
み
も

で
き
ま
し
た
。

　
私
の
家
か
ら
約
30
歩
で
県
道
十
日
町
千

手
線
に
出
ま
す
が
、
こ
の
道
路
の
東
正
面
に

見
え
る
越
後
三
山
は
見
事
で
す
。
左
肩
に
駒

ケ
岳
、
中
央
に
八
ツ
峰
を
頂
く
八
海
山
、
右

奥
に
は
最
高
峰
の
中
ノ
岳
が
白
い
頭
を
の
ぞ

か
せ
て
い
ま
す
。

　
少
し
進
ん
で
水
芭
蕉
の
絵
付
け
が
な
さ
れ

た
サ
ー
ジ
タ
ン
ク
の
脇
ま
で
く
る
と
、
朝
日

を
背
に
受
け
た
十
日
町
の
街
並
み
や
信
濃

川
、
妻
有
大
橋
な
ど
が
眼
下
に
拡
が
り
ま
す
。

本
当
に
す
ば
ら
し
い
景
色
で
す
。

　
妻
有
大
橋
か
ら
の
上
流
の
景
色
も
ま
た
格

別
で
す
。
十
日
町
橋
の
背
景
に
は
、
当
間
山

と
苗
場
や
鳥
甲
の
一
角
が
朝
日
に
輝
き
連
な

っ
て
見
え
ま
す
。
（
晴
天
限
定
）

　
楽
し
み
な
が
ら
健
康
づ
く
り
と
い
う
一
石

二
鳥
の
早
朝
ハ
イ
ク
（
私
の
命
名
）
に
皆
さ
ん

も
取
り
組
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。
㊥
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